
○標準利用期間のある対象サービス一覧
サービス名 標準利用期間 注意事項

自立訓練（機能訓練） １年６か月間 ※頸髄損傷による四肢の麻痺その他これに類する状態にある場合は３年間
自立訓練（生活訓練） ２年間 ※長期間入院していた又はこれに類する事由のある場合は３年間
宿泊型自立訓練 ２年間 ※長期間入院していた又はこれに類する事由のある場合は３年間
就労移行支援 ２年間 ※あん摩マッサージ指圧師、はり師又はきゅう師の資格取得を目的とする養成施設を利用する場合は、３年間又は５年間
就労定着支援 ３年間 ※標準利用期間を超えて更新することはできない
自立生活援助 １年間

※就労定着支援を除き、審査会の個別審査を経て、標準利用期間を超えて最大１年間の更新が可能。

○障害福祉サービス受給者証への記載方法について（標準利用期間及び延長利用期間の場合）

・標準利用期間の記載方法
　　「（サービス名）の標準利用期間：令和○年○月○日まで」
・審査会の個別審査を経て、標準利用期間を超えて更新する場合の記載方法
　　「（サービス名）の延長利用期間：令和○年○月○日まで」
・新型コロナウイルスへの対応に伴う柔軟な取扱いにより、標準利用期間を超えて更新する場合の記載方法　
　　「（サービス名）の延長利用期間（新型コロナウイルス対応）：令和○年○月○日まで」

特記事項欄

に記載します。

【記載例】



○障害福祉サービス受給者証への記載方法について（その他の場合）

・一般就労している障害者の方が日中活動サービスを利用することを豊橋市が認めた場合
　　「（一般就労者）日中活動サービスの利用期間：令和○年○月○日まで」　　※原則１年間

・日中活動サービスの併給を豊橋市が認めた場合
　　「日中活動サービスの併給利用期間：令和○年○月○日まで」　　※原則１か月

【記載例】

特記事項欄

に記載します。


